
東北農業研究（rrohoku＾gric．Itcs．）牲　33－34（1991）

良質米生産のための生育診断・予測技術

第1報　発再指数による水稲の発育ステージア測
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1　は　じ　め　に

水稲の栽培管理を適切かつ計画的に行うには．時々刻々

と変化する気象条件の中で，発育ステージを的確に把握し，

更にその後の推移を正確に予測する必要がある。そこで堀

江ら1▲の提唱したDVI（DcVclopmenLtllIndex）の

概念を導入した数種のモデルを用いて．秋川県のl二要品樺

であるあきたこまち・キヨニシ牛の発育ステージをパラメ

トリックに予測する推定式の検討を試みたので，その概要

を報告する。

2　材料及び方法

解析に用いた生育データは豪lのとおりで，椚和58から

平成2年までの秋M農試における作況試験成紙のデータを

利用した。気象データは’11該印の秋田地〟気象台発表の秋

田市気象データを使用した。ここでは．発育指数（DVl）

が移柄11に0，幼穂形成期（幼穂良2mm期）あるいは出

穂期にlとなるモデルについて検討した。すなわち移植日

から発育速度DVR（nevel（）PmCntIiatLL）を日々精算

し，1に適した廿を出穂期とするモデルである。DVlと

DVRの計算には（1ト（4）式を用いた。

DVR＝a（T－b）

DVR＝aT＋bL＋C

DVR＝a（T－b）（L－e）　　　　　　　‥・（31式

DVI弓・七禦辛
（L一一b）I

C（T－b））
・・・（4）式

ここで，Tは111均気温（Oc），Lは日長時問（hrs）で

太陽の小心が東の地－、ド線Lに現れてから西の地、14線に没す

るまでの‖J照時間である。a．b．C，d，Cはパラメータで

ある。なおいずれの式もDVRの計算値が負となる条件で

は，DVR＝0とした。（1）式は気混のみの関数で川んら2－

で報告されている。（2）．（3）．（4）式は気温と日長時間のl刻数

で鋸汀ら■川l〟ら2）で軸て一㌧されている。各式のパラメータ

の計算には，シンプレックス法をサブルーチンとする農業

環境技術研究所気象／巨悪研究室のパソコン用解析プログラ

ムを使洞1した。

表1解析に用いた11．㌔，稀の栽培年，移栖期及びIli撼期

■晶　 椎　 名 椚 別 試 験 咋
デ ー 移 植 1

タ数 （月 ／

あ き た こ ま ち 巾 わーi 1 98 5 ～ ’9 0 14　 5 ／ 10 ”

あ き た こ ま ち 椎 ITi 198 5 ～ ’9 0 8　 5 ／ 1 1 －

キ　 ヨ　ニ シ キ 申 出 198 3 ～ ’9 0 2 5　 5 ／ 10 ”

キ　 ヨ　ニ　 シ キ 柵 ‾ltri 19 8 3 ～ ’90 2 0　 5 ／ 10 ～

3　試験結果及び考察

移植日から幼穂形成期及び山稜期までの日数と，モデル

から得た【1数の残差2東和が最小になるようにして．前述

の4つの式のパラメータを求めた。移植から幼穂形成期ま

での各式のパラメータを表2に．移植から山穂別までの汽

式，各品種ごとのパラメータを表3に示した。

実測日数と推定日数の浅見2東和をデータの組数で判っ

た平方根を標準誤差とし，各式の推定精度を比較した結果

を表2，度4に′】さした。表4から標準誤差は㍊秤・胴の椰

別により変動が見られ，データ親数が少ない椎椚あきたこ

寧日日　　出　穂　期12）（11から（2）

日）　　　（月／11）　　まで【］敬

5／30　7／31”8／13　75－87

5／30　8／8～8／16　78”91

5／30　7／31”8／17　70～94

5／30　8／l”8／18　70～95

まちで小さく，データ組数が多いキヨこシキでやや人きく

なった。DVRの式別に標準誤差を平均すると，気温のみ

の関数である（1状が1．8日∴量組と日長時間の関数である

（2），（3）．（4）式ではいずれも1．611で人きな差が認められな

かった。実測値と推定楢の最大誤差は州式で3．8日．（2）式

で3．51L（3）式で3．611，（4）式で3．6日でありいずれも差がな

かった。

そこで歳恕のみの関数である日）式，及び‖長時間をも考

慮した（2）．（3日4）式から．汁算した，移桐から出穂期までの

1日、！うりDVRを比較した結果を匪Ilに示した。栽培試験

期間中の移植lほ、ら山地期までのlH甥腐劇は概ね10℃か

【33－
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裏2　移植から助地形成期までの1）VRl対数モデルのパラメータ及び汽式による幼形別の
推定lは美測Ilの標準洪芳（小爪あきたこまち）

パ　　　　ラ

0．000879　　　　－－0．9386

0．0（】0991　　　－0．003朋
0．0000469　　　　　0．1869

0．2346　　　　　　24．51

メ　　　　ー　　　　タ

C d

0．0491

345／t

O．09939　　　　20．828

表3　DVR開放形のパラメータ（移植から出穂期までのモデル）

23．43

十和のモデルによる推定；ill椒日の
標準誤差

ltl苗あきた

稚苗あきた

申椚キヨ

稚苗キヨ

、巨

叩．位：11

〉V R の 式
l l ） （2 ） 13 ） （4 ）

轟　　 デ ー タ 糾 数

ここ ま ち　　 14 1 ．6　 1 ．6　 1 ．6　 1 ．5

ここ ま ち　　　 8 】．7　 1 ．4　 1 ．3　 1 ．3

ニ シ キ　　　 2 5 1 ．9　 1 ．8　 1 ．8　 1 ．7

ニ シ キ　　　 2 0 1 ．9　 1 ．8　 1 ．8　 1 ．7

均 1 ．8　 1 ．6　 1 ．6　 1 ．6

ら30℃の抱囲にあり，その平均他は20．4℃であった。また

臼長時間は13．3hrsから14．8hrsの日田こあった。この範l欄内

でDVRはいずれの式でも温度のトナトとともに増加ける傾

向が認められた。災鮎とll良時間の関数である（2），（31，（4）

式では日長が短いほどDVRが人きくなる傾向が認められ，

川ガら2，の報告と一一・致した。

以上の結果から，4つの式のどれを選んでも標準誤差2

日以内で助轍形成期あるいは山根lほi推定叶能であり，発

育ステージア洲に利用できる。
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